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3年間の活動の全体像
地域おこし協力隊としての3年間の活動は、以下の3つの段階を経て進められました。

① 信頼構築
地域に入り、空き家所有者や住民との関係構築

アンケート調査

空き家調査

所有者訪問

聞き取り

② 相談支援
信頼関係を土台に空き家所有者の相談対応

個別相談

空き家バンク掲載支援

活用方法の検討

先進事例の研修

③ 拠点づくり
活動の成果を目に見える形として拠点整備

空き店舗改修

DIYイベント

交流拠点「ムレノバ」整備

相談拠点の形成

信頼構築 → 相談支援 → 拠点づくり
3年間の活動は、この段階を積み重ねる形で進みました。



ムレノバ �こ~場所か¹始まºま
した
空}店舗�っ�こ~場所|1DIYを中⼼xし�地域~⼈々~⼿によっv⽣まれ変わりまし�2
ムレノバ�1空}家活⽤~モデルケースwあり1こ~3年間~活動~集⼤成wもあり1本年度
~活動~成果そ~も~wす2

動画はこちら

⇩0304murenoba.
MP4 

ムレノバ Instagram 空き家協⼒隊

Instagram

https://drive.google.com/file/d/1sCqNiY2idVCYQgz_ijVMU-B99rYOgZTb/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1sCqNiY2idVCYQgz_ijVMU-B99rYOgZTb/view?usp=sharing


本報告の位置づけ

3つの柱に沿ってお話しいたします。活動の全体像を理解いただくため、成果・課題・方向性をお伝えします。

3年間の活動
現場で実際に取り組んだ内容と、その成果を

ご報告します

現場から見えた課題

活動を通じて浮かび上がった構造的な問題

を共有します

今後の方向性

これからの空き家対策に必要な取り組みの提

案



成果・課題・方向性の三位一体

「成果」「課題」「方向性」の3つが互いにつながっています。成果から課題が見え、課題から方向性が導き出される。この循環構造を意識すると全体像がより明
確になります。

成果

3年間で実現できたこと

課題

現場で見えた構造問題

方向性

これから取り組むべきこと



空き家はあるが
動いていない
この町にも空き家は確かに存在しています。しかし、その多くが長年にわたって放置されたままです。なぜ動かないのかその構造的な原因を、まずは整理してみ

ます。



空き家が動きだす仕組み

地域に眠る空き家が、どのように地域の新しい活動や人の流れを生むのか、その流れを示した図です。

空き家

地域に眠っている使われていない家

相談・関係づくり

空き家所有者や地域住民との相談や関係づくり

拠点・交流

人が集まる場所や活動が生まれる（例：ムレノバ）

仕事・暮らし

地域で働く・暮らす人が増える

移住・定住

地域に新しい住民が増える

地域活性化

新しい活動や仕事が生まれる

また空き家活用

人が人を呼ぶ流れ

空き家は物件ではなく、地域の人や暮らしにつながる入口



空}家|<停滞=する構造

空}家所有者x移住希望者2本来tz|る�z~両者~間{1⼤きな空⽩|存在しvいまy2所有者�<誰{相談しvいい{わ{らzい=1移住希望者�<物件

|⾒t{らzい=2こ~情報と信頼のギャップ|1空}家を停滞さ{vいる最⼤~原因wy2所有者x活⽤希望者|tz|svいzい



町内{残る典型的z空き家
建物⾃体�~だ使え»状態wも1所有者が遠⽅に住³wいたり、相続の問題²抱えvいたりし

v1⼿|tけら¼zい~~年⽉|過~vい}~す2放置|⻑引け�建物�傷�1活⽤~選択肢

�yんyん狭~svい}~す2



行政と住民の「間」に立つ

行政は制度設計や予算確保を担い、住民は日々の暮らしの中で空き家と向き合っています。しかし、この2つは直接つながりにくいのが現実です。制度や情報が
あっても、人と人をつなぐ「現場の力」がなければ、空き家は動き出しません。この「つなぎ手」の不在こそが、最も大きな課題でした。

協力隊としてその間に立ち、現場の声を制度に届け、制度の力を現場に届ける「橋渡し役」として活動してきました。

住民（住民）

地域の課題把握

協力隊（協力隊）

現場と制度の橋渡し

行政（行政）

制度設計と予算確保

行政は制度を整える。しかし、現場で動かす役割も必要です。その間をつなぐのが協力隊の役割でした。



現場で⾒えた<声なき声=
⾏政�制度を整え»2し{し1現場で動く役割も必要wす2制度��w�届{zい<声z}

声=を拾い上�1⼀⼈ひxº~事情{寄º添いz|¹解決策を探»2そ~間をつz�~|1協

⼒隊の役割x考え1机~上w�z�1⽞関先w1空}家~前w1対話を重}v}�3年間w
す2



3つの段階で積み上げた活動構造
3年間の活動は3段階で構成されています。まず地域に溶け込み信頼を構築し、次に空き家所有者への相談支援を行い、最終的に拠点づくりという目に見える形に
する。信頼なくして相談はなく、相談なくして拠点は生まれません。

1 ③ 拠点づくり

2 ② 相談支援

3 ① 信頼構築



段階を踏むことの意味
d信頼構築 → e相談⽀援 → f拠点づくり2

01

信頼構築

地域{溶け込�1~z<この⼈z¹話{»=

と思っても¹う

02

相談⽀援

信頼を⼟台{1空き家所有者の悩�{寄º添

う

03

拠点づくり

活動の成果を<⽬{⾒え»形={変え»



調査‧アンケート‧訪問の⽇々ÿÿ〜Ā年⽬Ā

アンケート調査

空き家所有者~意向を丁寧{ヒアリングし、現状を

把握しました

個別訪問

⼀軒⼀軒を訪}、所有者~声を直接聞く地道z活動

を続けました

空き家現地調査

建物~状態を確認し、活⽤可能性を⼀つずつ⾒極め

ていきました



アンケートから空き家バンク掲載へ

相談支援のプロセスは、段階的に信頼を深めていく流れで行っていました。いきなり「空き家バンクに登録しませんか」と言っても、所有者は動きません。アン

ケートから始まり、電話や訪問を重ね、対面相談などを経て、ようやく掲載に至る。この丁寧なステップが不可欠でした。

アンケート

意向の把握

訪問

信頼の構築

相談

課題の整理

バンク掲載

活用への一歩



聞くことから始まった信頼
最初{やっ�~�1調査1アンケート1訪問zy1~z<話²聞くこと=でし�2空}家~所

有者{�1}¼~¼~事情|あº~y2<売º�いけy踏�出{zい=<⼦y²{相談で}z

い=<yこ{頼±�いい{わ{¹zい=こうし�声�1現場{⾏かzければ聞こえてきませ

³2信頼�1書類で�zく対話{¹⽣~¼»²~でし�2



4件の成果が証明するもの
個別訪問²}s{け{w�も~~中110件中4件|空}家バンク掲載へxtz|ºまw�2数
字�け⾒¼�⼩さく感x»{もw¼ませ³2w{w11件1件~裏{�所有者x~何度も~対話
|あº1家族~合意形成|あº1複雑z感情~整理|あºまw�2

対⾯⽀援|重要——こ¼�3年間~活動²通xv1最も強く感x�こxwy2



空き家は
片付けから動く（１年目）
空き家活用の第一歩は、実は意外なところにありました。「片付け」という最もシンプルな行動が、大きな変化のきっかけになったのです。



無料譲渡会の実施

無料譲渡会の開催

空}店舗{残さ¼�物品を地域~⽅々{無料wお譲

ºす»イベントを実施しまし�

物品の再活⽤

廃棄予定�っ�家財道具|、新�z持�主~もxへ

渡っvい}まし�

ñカーンコーòーへの変⾝

⽚付け|完了し�空}店舗�、地域~交流カフェx

しv⽣ま¼変わºまし�



廃棄から活⽤へ、空き店舗からカフ
ェへ
空}店舗~⽚付けを}っ{け{1無料譲渡会を開催し~し�2廃棄さ¼»予定�っ�物|地域

~⽅々{渡º1建物�空っ}{2そ~結果1空}店舗�ñカーンコーòーとして活⽤さ¼»こ

と{zº~し�2

<⽚付け=xいう⼩さz⼀歩|1空}家活⽤の⼤}z流れを作りまwた2物を通x

v⼈|つz|り1場所{新wい命|吹}込まれたのwy2



空き家活用の模索（２年目）
次のステップとして、空き家所有者が抱える不安や悩みに寄り添う相談支援と、わかりやすい相談の入口の整備が必要だと感じました。そして空き家活用を進め

るため、先進事例を学び、地域に必要な仕組みを考えました。



県主催の空き家利活⽤⼈材育成⻑期研修参加

ÿストックスクールĀ

Stock Schoolへ参加
３ヶ⽉間空}家活⽤²⾏う企業wの研修

プレイヤーとして

先進事例や視察²通xv、学び実践yるこxの⼤事

さ²学³�

学びを実践するために拠点整備

学び²実践yる�めに空}家や移住の相談|w}る

場²作る活動²スタート





空き店舗活用の実証（3年目）
活動の第3段階は、目に見える成果を形にすることでした。信頼構築と相談支援を経て、いよいよ拠点づくりに着手しました。



ムレノバ|で}るまで

DIYリノベーション
地域の皆さ³x⼀緒{1⾃分��の⼿w空}店舗²

改修し~し�

壁塗りワークショップ

壁塗º作業²イベント化し1楽し�z|¹参加w}

»仕組�{し~し�

参加者の笑顔

延べ50名以上の⽅々|DIYイベント{参加しvく¼
~し�

床塗りワークショップ

既存部分も補修す¼ば⻑く使え»こx²1参加者{

体験しvい��}~し�2

床作りワークショップ

畳²板張º{変え»⽅法²参加者x実践し~し�

ムレノバ完成

空}店舗|1地域の新しい交流拠点xしv⽣~¼変

わº~し�



50名以上が参加した共創の場
空}店舗²改修し1ムレノバ²作ºました2DIYイベントw�50名以上|参加し1壁塗ºや内
装作業²⼀緒{⾏いました2こ¼�単z»改修⼯事w�あºませ³2<⾃分たちの⼿で地域を

つくる=xいう体験そ~も~|1ムレノバ~価値wす2完成した拠点�1相談窓⼝xしv1交

流~場xしv1今も活⽤さ¼続けvいます2

50+
参加者数

DIYイベント{参加した地域~皆さま

1
拠点完成

空}店舗|交流拠点へ⽣ま¼変わºました



3年間で
何が変わったか
ここからは、着任前・活動中・現在の3つの時間軸で、この町の空き家がどう変化したかを整理します。



着任前から現在への変化

3年間の活動を時系列で振り返ると、空き家をめぐる状況が確実に前進していることがわかります。停滞していた空き家が、相談支援を経て、具体的な成果として
動き始めました。

着任前

空き家は停滞状態。所有者と移住希望者がつ

ながる仕組みがなかった

活動期間

調査・訪問・相談支援を通じて、所有者と

の対話を積み重ねた

現在

今年度のバンク掲載には至らずですが、売買

2件・賃貸1件・解体1件の実績を達成



具体的な成果の数字

今年度の実績

今年度は対面での活動の中で、空き家バンク掲載には至り

ませんでしたが、停滞していた空き家が具体的な形で動き始

めました。一つひとつの数字の裏に、対話と信頼構築の積

み重ねがあります。

2
売買成立

新たなオーナーのもとへ

1
賃貸成立

移住者の住まいとして活用

1
解体実施

危険な空き家の適正処理



ここ{ら|最も伝えたいこxwす
3年間~活動を経v1ひxつ~確信{たyº着}ました2空}家問題~本質�1物件~問題w
�zいxいうこx2これ{¹~内容|1こ~報告~最重要メッセージwす2



空き家を「物件」ではなく
入口にする
空き家を「売れるか売れないか」という物件の視点だけで見ていては、問題は解決しません。空き家を「人と地域がつながる入口」として捉え直すことで、まっ

たく新しい可能性が開けてきます。



空き家から始まる地域の循環

空き家という入口から、相談が生まれ、人のつながりが育まれ、やがて移住・仕事・地域活動という多様な成果へとつながっていきます。これが、3年間の現場
経験から見えてきた「地域循環モデル」です。



⼈がつながる場所として

ムレノバ — 拠点
空}店舗|地域の交流拠点{2⼈|集

ま»場所|あ»こxw対話|⽣ま¼ま

y

相談 — 対話
⼀⼈ひxºの事情{寄º添う対⾯相談

|1空}家を動{y原動⼒wy

イベント — つながり
DIYや譲渡会を通xv1世代を超えた
新wいtz|º|⽣ま¼まwた

⼈ — 地域の⼒
空}家を⼊⼝{集まsた⼈々|1地域

の新たz担い⼿{zsvい}まy



物件wはなく<⼊⼝=xしv⾒る
空}家�1物件xしv⾒»x動}ません2し{し1<⼊⼝=としv⾒»と⼈|集まº1関係|

⽣ま¼1結果xしv移住‧仕事‧地域活動|⽣ま¼ます2

空}家対策�<不動産~問題=w�なく1<⼈と地域をtな�仕組みu�º=wす2こ~視

点~転換|13年間w得た最⼤~学びwした2



空き家問題は
構造問題
成果をお伝えしてきましたが、同時に根深い課題も見えてきました。空き家問題は、短期で解決できるものではありません。



3つの構造的な壁
空き家が動かない背景には、3つの構造的な問題が横たわっています。これらは個人の努力だけでは解決できず、地域全体で取り組む必要がある課題です。

1

相続の複雑さ

相続人が複数いたり、相続登記が未了だったり

と、所有権の問題が活用を阻んでいます

2

遠方所有者

所有者が町外・県外に住んでおり、現地の状況

を把握できないケースが多数あります

3

意思決定の難しさ

「思い出の家を手放せない」という感情面の問

題が、合理的な判断を難しくしています



短期では解決しない理由
空}家問題�1短期で解決し~せん2な|な¹1}¼�構造問題だ{¹です2相続~複雑さ1

遠⽅所有者~増加1感情的な意思決定~難しさ2こ¼¹�⼀つ~プロジェクトや⼀⼈~担当者

で解決で}»も~で�あºま{ん2だ{¹こ}1継続的な仕組�づくり|不可⽋な~です2



今後の方向性
課題を踏まえた上で、これからの空き家対策に必要な3つの取り組みをご提案します。制度と現場をつないでいくための、具体的な方向性です。



3つの重点施策
今後の空き家対策を前進させるために、以下の3つの方向性を提案いたします。いずれも、3年間の現場経験から導き出した「本当に必要なこと」です。

①早期相談の仕組みづくり

空き家になる前の段階から相談できる窓口と体

制を整備し、予防的アプローチの推進

②複数課との連携強化

福祉・税務・建設水道・住民係など、部署を横

断したネットワークを構築し、複雑なケースへ

の情報対応

③拠点の継続活用

ムレノバを核とした交流拠点を維持・発展さ

せ、相談と活動の場として活かし続けます



制度x現場をつないwいく
制度x現場をつないでいきます23年間の活動w築いた信頼関係1整備した相談の仕組み1そ
しv完成した拠点2これ¹を⼀過性のものw終わ¹{z1持続可能な体制xしv地域に根u{

{vいくこx|1今後の最⼤の課題wあº⽬標wy2

協⼒隊~任期�終わっても1空}家問題�続}~す2だ{らこそ1<⼈{依存しzい

仕組�=を残すこと|重要だと考え~す2



この町の⾵景を、未来へつなぐ
空}家�1確{{負担{²zºます2し{し1活{せ�地域資源{zºます2⼈|集ま»場所

{zº1対話|⽣ま¼»空間{zº1新しい暮¹し|始ま»}s{け{zºます2

町~⾵景~中{あ»空}家⼀tひとt|1地域の未来に繋がる可能性を秘±ています2



課題を資源に変える町へ
空}家�負担{もz»2し{し1活{せ�地域資源{zºます2

3年間1現場{⽴�続けv確信しまし�2こ~町{�1空}家を<課題={¹<資源={変え
»⼒|あºます2必要z~�1つなp仕組みx1向き合い続qる覚悟wす2こ~報告|1皆さ

まx⼀緒{こ~町~未来を考え»}っ{け{z¼�幸いwす2

空}家を<課題={¹<地域資源=へ——こ~挑戦�1ま�始まっ��{ºwす2



ムレノバが証明したこと
<実物の拠点がある=こx�圧倒的z説得⼒²持ちます2ムレノバ�単z»建物w�あºませ

³2空}家対策~思想‧プロセス‧成果|すべv詰まった象徴wす2

思想の実証

<空}家�地域資源{z»=xいうビジョン²1⽬{⾒え»形w証明しました

プロセスの体現

信頼構築→相談⽀援→拠点uくº~3段階|1ムレノバ{凝縮さ¼vいます

共創の記憶

50名以上~町⺠|⼿²動{した<⾃分たち~場所=xいう当事者意識|根uいvいます



３年間で見えたこと

空き家は「物件」ではなく

「入口」

人がつながることで
空き家は動き出す力

拠点があることで
地域の循環が生まれる

3年間の現場経験から見えてきた共通点です。空き家は「物件」ではなく、地域の人や暮らしにつながる入口である。

本報告が、空き家問題について地域全体で考えるきっかけとなれば幸いです。


